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９８年前半 理論的フレームワーク作り９８年９月 ＥＵＲＯＰＴＡ 第一回会合９８年10月以
降 各国のケーススタディ（実証分析）９９年３月 ＥＵＲＯＰＴＡ 第二回会合（オランダ） ９９
年６月 最終報告書作成
２．議論の内容
あらかじめ事務局が準備したペーパーに沿って討議を進めた。また各国の様々なｐＴＡ
の様子について報告し、意見交換するセッションが設けられ、十数件の報告がなされた。
その中で日本の経験として、本年1〜3月の「遺伝子治療の市民の会議」の概略を東京電
機大学の若松教授が発表した。日本での実施は小規模で、任意団体が実施したが、専
門家、市民パネルの熱心な協力により、成功した。今後も継続していくつもりであると述
べた。日本の例については各国から大きな関心が寄せられた。また私から理論的枠組み
に関する考察として、その市民の会議においてみられた会議の進行過程を、図式化して
説明し、科学技術が社会を変える世の中では、将来のことを予想しなければならず、そ
のためには市民の問題想像力が重要であるという指摘を行った。
３．所感
8
ＰＴＡに関心を持つ国は増加していることが印象的である。元祖のデンマークはもとより、
オランダ、ドイツでは方法論の研究で先行している感がある。スイス、フランス、イギリス、
韓国でもこの種の会議が行われ、あるいは計画中である。しかし、方法については問題
を抱えており、なかんずく政策への反映は大きな課題となっている。明確な方向性はみ
えていない状況にある。
目次へ
．最近の動き
○ 機関評価委員
・８／２３ 第４回科学技術政策研究所機関評価委員会
○ 講演会等
・８／３ 「科学技術と社会の調和」
長岡昌（科学ジャ−ナリスト：元ＮＨＫ解説委員）
・８／２７ 「情報化社会：その経済的影響と望ましい情報政策」
奥野正寛（東京大学経済学部教授）
○ 海外出張
・７／２４−８／２３ 藤垣第２研究グル−プ（カナダ）
・８／３１−９／６ 木場第２調査研究グル−プ主任研究官（デンマ−ク）
・９／１６−９／２１ 佐藤所長（オ−ストリア）
・９／１６−９／２４ 藤原第２研究グル−プ特別研究員（オ−ストリア、スイス）
目次へ
これまで、政策研ニュースの編集については、政策研ニュース編集委員会で議論してきたが、本委員会
を衣替えし、政策研の成果について、より効果的かつ戦略的に広報していくため、広報委員会を設置す
ることになった。従って、９月号から広報委員会のクレジットで発行されているが、本格的には、次号
以降からの活動となる。さて、１０月号では、１０周年記念国際コンファレンスの結果をご紹介する予
定である。ご期待いただきたい。今後とも、政策研ニュースが、政策研の活動や科学技術政策について
の理解を深めていただくよう努めていきたい。（Ｔ）
トップへ
科学技術政策研究所ホームページに戻る
編集後記
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